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 ひみつ１ 

  

生活用水・農業用水・防火用水など水の使い方によ

って名前がつけられています。 

水を飲む、野菜を洗う、風呂
ふ ろ

や洗濯
せんたく

に使うなど生活

の中で使う水が生活用水です。今では水道からかんた

んに出して使うことができますが、水道がない時代は、

井戸
い ど

や川から水をくんで大きなかめにためて大事に使

っていました。遠くの川から水を運んだ人たちは、自

分の家の近くに川の水が流れてきたらどんなに楽なこ

とかと思ったことでしょう。 

領地
りょうち

の大きさを石高
こくだか

でしめした時代は、米の取れる

量
りょう

をふやそうと、領主
りょうしゅ

や領民
りょうみん

はともに米づくりに

はげみました。新田
しんでん

開発
かいはつ

もその一つで、畑や荒れ地
あ  ち

を

水田にするために用水路をつくりました。米の増収
ぞうしゅう

につながる用水路の整備
せいび

は、国の重要
じゅうよう

なしごとでし

た。 

富士宮市の小学校社会科地域学習資料「ふじのみや」

には主な用水が 34紹介
しょうかい

されています。用水路の整備

は、古くは鎌倉
かまくら

時代から始まり、生活や農業のために

川から水を引き、親しみのある名をつけ大切に守って

きました。そこには自然の脅威
きょうい

と戦
たたか

いながら、人々

が協力して困難
こんなん

を乗り越えてきた苦難
くなん

の歴史があり、

すばらしい英知
えいち

がみられます。 

◇ことばの説明 

○石
こく

高
だか

…その土地から米がどれだけ生産
せいさん

できるかを 

石
こく

という単位で示した。 

1石＝150kg＝180リットル＝米俵
こめだわら

2.5俵
ひょう

です。 

昔は「１石はおとな１人が１年に食べる米の量」と

考えた。 

 

 

 

 

 

 

  小学校社会科地域学習資料「ふじのみや」から抜粋
ばっすい

 

用水
ようすい

ってなに？  富士宮市には、どんな用水があるの？ 
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ひみつ２  用水を通す工夫・技術は ?  

 

北山用水は芝川の水を内野
うつの

の横手沢
よこてざわ

から取り入れ、

そこから 700ｍほどで川はばが 70～80m もある猪
い

の

窪川
くぼがわ

を横切
よこぎ

っています。この川はかれ沢
さわ

で、ふだんは

水が流れていないので、川底をほって木製の樋
とい

を埋
う

め、

パイプのようにして水を通
とお

しました。下図の Aから水

が下にむかって流れ、さらに Bのところにむかっての

ぼり、Aと同じくらいの高さまで水が上がってきます。

この仕組
し く

みを考え通水
つうすい

した技術
ぎじゅつ

が注目
ちゅうもく

されます。 

 

猪の窪川の埋
うめ

樋
どい

イメージ図 

この技術が江戸時代の初めにあったことがすごいこ

とですね。後
のち

に、木から石の樋に変わり、さらに平成

の改修
かいしゅう

でコンクリートに変わりました。むかしの石

樋は一部遺跡
いせき

として、A の場所に保存
ほぞん

されています。 

本妙寺
ほんみょうじ

の北側では、沢にかけられた掛
かけ

樋
どい

(用水の橋)

を見ることができます。同じように潤
うる

井川
いがわ

から取水し

た野中用水や方
ほう

辺
べ

川
かわ

から取水した黒田用水も、潤井川

に用水の橋をかけています。 

 柚野地区では、江戸時代後期に、芝川から大堀
おおぼり

用水

をつくり、大鹿
おおしか

窪
くぼ

、西山まで水を引きました。さらに

西山から羽
は

鮒山
ぶなやま

に隧
ずい

道
どう

（トンネル）をほって、安居山
あ ご や ま

や沼
ぬま

久保
く ぼ

に水を引くことを考えました。トンネルを

1500ｍもほって水を通す工事は、たいへんむずかしこ

とで中止になりましたが、地いきの人々の強い願いで

再開され、明治２８年に完成しました。注目されるこ

とは、じっさいに測量
そくりょう

をして、空気
くうき

穴
あな

や脱出
だっしゅつ

用の

穴もほり、安全対策
たいさく

がたてられていたことです。   

明治３６年の冬、地震
じしん

でトンネル内が落盤
らくばん

しました

が、脱出用の穴のおかげで作業員 16人の命が助かりま

した。この地震後、村人たちは、小さな脱出用の穴を

「いのち穴」と呼び、現在でもむかしのまま保存して

います。  

◇ことばの説明 

○落盤
らくばん

…トンネルの中の天井
てんじょう

やかべがくずれること。 

ひみつ３  用水路ができて何がかわったの ? 

 

新しい用水路のおかげで水田がふえ、米がたくさん

生産され、飢饉
ききん

にも備
そな

えることができました。また、

用水路に水車をかけ、精米
せいまい

・精
せい

麦
ばく

・製粉
せいふん

のしごとが

楽になりました。水車のおかげで、粉
こな

製品
せいひん

が豊富
ほうふ

にな

り、食
しょく

習慣
しゅうかん

も変化してきました。用水路ぞいに人が

くらすようにもなりました。 

 
（水車のある風景 中井出） 

新たな用水路づくりは、さらなる用水路や田をつく

ることにつながりました。人々が協力をして用水路や

田をつくることで、仲間
なかま

意識
いしき

が高まり、強いきずなが

生まれました。いっぽう、新田が次々
つぎつぎ

に開発
かいはつ

され、水

をめぐって争
あらそ

いが起
お

こりました。人々は、暴力
ぼうりょく

では

なく話し合いで解決
かいけつ

することを大切にしました。川の

上流の人たちが下流の人たちのことも大切にしたので

す。そして、互
たが

いが納得
なっとく

する約束をつくり文章
ぶんしょう

に表

すことで、問題が起きにくくしました。小さな村社会

の意識
いしき

から大きな村社会の意識へと変わりました。 

 

新しい用水路は、まだ水のこない人々の期待感
きたいかん

を高

めました。万野用水路はつくられても、水がしみこみ

やすい土地なので、とちゅうで地下にすいこまれてし

まいました。それでも大宮町の人々はあきらめず、協

力して工事をすすめ、ついに水が万野原まで来ました。 

◇ことばの説明 

○飢饉
ききん

…長期
ちょうき

にわたる冷害
れいがい

・水害
すいがい

などの異常
いじょう

気象
きしょう

や

害虫の異常発生
はっせい

、病害
びょうがい

、火山噴火
ふんか

などで、死者

がおおくでるような食 糧
しょくりょう

不足
ぶそく

のこと。                            

A B 

角田家に伝わる 

九カ村用水使用規定
きてい

 

萬野区誌
ま ん の く し

より抜粋 
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ひみつ４  リーダーがいた ! まめ知識  富士宮市の水道ができたのはいつ ? 

 

江戸時代は、幕府
ばくふ

の役人
やくにん

が用水路などの工事
こうじ

にあ

たっていました。北山用水の井出
い で

志摩
しまの

守
かみ

、万野用水

の伊那
い な

備前
びぜんの

守
かみ

、三区用水の土井
ど い

奉行
ぶぎょう

らは、用水路の

工事責任者
せきにんしゃ

として熱心
ねっしん

に取り組み、領民から感謝
かんしゃ

されました。 

万野原では、芝川
しばかわ

道順
どうじゅん

は２１年の歳月
さいげつ

を用水づ

くりなどの開拓
かいたく

にささげ、その子孫
しそん

三
さん

右
う

衛門
えもん

もここ

ろざしを受
う

けつぎ、さらに角田
かくだ

桜
おう

岳
がく

も用水路を修理
しゅうり

するなど尽力
じんりょく

しました。 

安沼
あんぬま

用水では、山川伊
やまかわい

十郎
じゅうろう

、佐野
さ の

銀蔵
ぎんぞう

らの意志
い し

を受けついだ大中里・安居山・沼久保の６人衆
しゅう

が

いました。お金を出して工事を前進させた小野
お の

金六
きんろく

は富士身
み

延鉄道
のぶてつどう

（今のJ R身延線）をつくった人で

す。 

星山用水も、深沢
ふかさわ

安兵衛
や す べ え

と源五
みなもとご

左
さ

衛門
えもん

の長年の

熱意で実現し、村人や旅人から感謝されました。 

 安養寺
あんようじ

の恩
おん

智和
ち お

尚
しょう

は、寺の北側にある不動
ふどう

滝
だき

か

ら隧
ずい

道
どう

をあけて水を通し、杉田用水のもとをつくり

ました。 

 

 用水づくりにかかわったリーダーの活躍
かつやく

が、いく

つも伝わっています。あるべき姿
すがた

をめざして、た

とえ一人になっても続けるという強い意志をもち、

粘り強く取り組んでいたからこそ、協力する人や後

を受けつぐ人が出てきたと言えます。 

◇ことばの説明 

開拓
かいたく

…山林や原野を切り開いて田畑や住居、道路を

つくること。 

 

 昭和７年大宮町大火がきっかけとなり、大火事に

備えるために水道事業
じぎょう

が計画されました。湧
わく

玉
たま

池
いけ

の

そばに大宮水源
すいげん

をつくり、簡易
かんい

水道
すいどう

として、昭和 

１１年９月１日に給水
きゅうすい

を始
はじ

めました。 

 その後、市町村の合併
がっぺい

や各地の簡易水道と統合
とうごう

し

たり、水の需要
じゅよう

が高まり新たに水源を求めたりしな

がら、水道事業を進めてきました。 

 主な事業 

第１次…昭和３２～３６年度 この間に富士宮市と

上野村は合併し、椿 沢
つばきざわ

の湧水
ゆうすい

を水源に加

え、富士宮市上
じょう

水道
すいどう

としました。  

第２次…昭和３８～３９年度 合併
がっぺい

により、給水

区域
くいき

を変更
へんこう

して給水
きゅうすい

能力
のうりょく

を高めました。 

第３次…昭和４２～４３年度 貫間
ぬくま

、淀師
よどし

に地下水

源を求め、さらに北山広域簡易水道を統合

しました。 

第４次…昭和４５～４９年度 北山用水から取水す

る北山浄 水 場
じょうすいじょう

を建設
けんせつ

し、配水量を確保
かくほ

しました。 

第５次…昭和５１～５５年度 杉田地区に地下水源

を求
もと

め、安定した給水をしました。 

第６次…平成９～１７年度 村山３区の簡易水道を

統合し、堀之内
ほりのうち

配水
はいすい

池
ち

を築造
ちくぞう

しました。

さらに青木
あおき

平
だいら

住宅
じゅうたく

団地
だんち

簡易水道を統合

しました。 

第７次…平成２０～２７年度 上井
かみい

出
で

、猪之頭
いのかしら

、

白糸
しらいと

の簡易水道を統合し、新水源地を設置
せっち

しました。さらに紫外線
しがいせん

照射
しょうしゃ

による浄水

処理
しょり

をとりいれました。 

 安心しておいしい水を飲むことができるのは、水

道のおかげです。富士山の湧水や地下水を浄水して

市民の皆さんに提供
ていきょう

しています。 

◇ことばの説明 

簡易
かんい

水道
すいどう

…給水人口が100人から5,000人以下の水

道をさします。5,000人以上は上水道と呼びます。 

需要
じゅよう

…必要
ひつよう

とされているということ。 

地下水源…村山３区の簡易水道は、地下 222ｍまで

ボーリングし、地下水をくみあげています。 
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本妙寺北にある大久保沢
おおくぼざわ

の掛
かけ

樋
どい

 

昔は木製だったが、今はコンクリートです 

 

 

 復元保存された猪
い

の窪
くぼ

川の埋
うめ

樋
どい

(石) 

平成 15年 改修工事 
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